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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 立 体 形 状 に 形 成 さ れ て 外 部 か ら 流 入 さ れ る 空 気 が 上 昇 す る こ と が で き る よ う に 形 成 さ れ  
る 一 方 、 上 部 に 上 昇 さ れ る 空 気 の ボ ト ル ネ ッ ク 現 象 を 誘 導 す る 加 速 流 路 （ １ ４ ２ ） が 形 成  
さ れ た 本 体 （ １ ０ ０ ） と 、 前 記 加 速 流 路 （ １ ４ ２ ） に 設 け ら れ る 発 電 フ ァ ン （ ２ ０ ０ ） を  
含 み 、
　 前 記 本 体 （ １ ０ ０ ） は 、 上 昇 空 間 （ １ ０ ２ ） が 形 成 さ れ る ベ ー ス （ １ ２ ０ ） と 、 前 記 加  
速 流 路 （ １ ４ ２ ） を 備 え て ベ ー ス （ １ ２ ０ ） の 上 端 に 被 せ ら れ 、 天 井 面 が ベ ー ス （ １ ２ ０  
） の 上 端 と 所 定 間 隔 離 隔 さ れ る キ ャ ッ プ （ １ ４ ０ ） と を 含 ん で 形 成 さ れ 、
　 前 記 ベ ー ス （ １ ２ ０ ） は 、 内 部 が 空 い た 柱 形 状 に 形 成 さ れ る 内 部 体 （ １ ２ ８ ） と 、 内 部  
体 （ １ ２ ８ ） の 外 周 面 に 沿 っ て 所 定 間 隔 隔 て て 立 て ら れ 、 内 部 が 空 い て 上 昇 す る 空 気 が 通  
過 す る こ と が で き る 柱 （ １ ２ ２ ） と 、 前 記 柱 （ １ ２ ２ ） の 間 で 外 か ら 内 方 へ 上 向 き に 傾 斜  
さ れ 、 高 さ の 差 を 以 て 設 置 さ れ 、 内 側 末 端 が 前 記 内 部 体 （ １ ２ ８ ） の 外 周 面 と 所 定 間 隔 隔  
て て 形 成 さ れ る 加 熱 板 （ １ ２ ４ ） と を 含 み 、 前 記 上 昇 空 間 （ １ ０ ２ ） が 加 熱 板 （ １ ２ ４ ）  
の 内 側 末 端 と 内 部 体 （ １ ２ ８ ） の 外 周 面 と の 間 に 形 成 さ れ 、
　 前 記 ベ ー ス （ １ ２ ０ ） の 下 端 に 脚 （ １ ３ ０ ） が 形 成 さ れ て ベ ー ス （ １ ２ ０ ） が 底 か ら 所  
定 高 さ 離 れ る よ う に 設 け ら れ て 、
　 前 記 本 体 （ １ ０ ０ ） が 太 陽 光 に よ っ て 加 熱 さ れ る と 、 ベ ー ス （ １ ２ ０ ） の 側 面 で は 加 熱  
板 （ １ ２ ４ ） の 間 の 隙 間 を 通 じ て 外 部 空 気 が 流 入 さ れ 、 一 方 、 ベ ー ス （ １ ２ ０ ） の 下 部 か  
ら も 外 部 空 気 が 流 入 さ れ て 前 記 上 昇 空 間 （ １ ０ ２ ） と 柱 （ １ ２ ２ ） の 内 部 に 沿 っ て 上 昇 し  

請求項の数　2　（全6頁）
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て 上 昇 気 流 を 誘 導 し て 前 記 上 昇 気 流 が 前 記 発 電 フ ァ ン （ ２ ０ ０ ） を 回 転 さ せ て 発 電 す る こ  
と が で き る 太 陽 熱 発 電 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 柱 （ １ ２ ２ ） は 同 心 円 状 に 配 置 さ れ て ベ ー ス （ １ ２ ０ ） が 円 筒 状 に 形 成 さ れ る 請 求  
項 １ に 記 載 の 太 陽 熱 発 電 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 発 電 装 置 に 関 し 、 特 に 、 太 陽 熱 に よ る 上 昇 気 流 を 利 用 し て フ ァ ン を 回 転 さ せ る  
こ と に よ り 発 電 す る 太 陽 熱 発 電 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 化 石 燃 料 に よ る 発 電 は 、 基 本 的 に 燃 料 の 枯 渇 が 発 生 す る し か な い と い う 問 題 と と も に 、  
環 境 的 に も た く さ ん の 問 題 を 引 き 起 こ す 。 環 境 的 問 題 と し て は 、 近 来 石 炭 発 電 に よ っ て 粒  
子 状 物 質 の 発 生 が 急 増 す る こ と が 代 表 的 な 例 で あ り 、 日 本 で 発 生 し た 原 子 力 発 電 所 の 爆 発  
に よ る 放 射 性 物 質 の 漏 出 が そ の 例 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 環 境 に や さ し い 電 気 を 生 産 し よ う と す る 努 力 を 尽 く し て き た 。 化 石 燃 料 を 代 替  
す る こ と が で き る 代 替 エ ネ ル ギ ー が そ れ で あ り 、 風 力 や 潮 力 な ど を 利 用 し た 発 電 が あ り 、  
太 陽 光 パ ネ ル を 通 じ て 発 電 す る 太 陽 光 発 電 機 が 代 表 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 （ 文 献 １ ） 大 韓 民 国 登 録 特 許 公 報 第 １ ０ － １ ４ ５ ２ ４ １ ２ 号 （ ２ ０ １ ４ ． １ ０ ．  
２ ３ ． 公 告 ）
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 化 石 燃 料 の 使 用 に よ る 問 題 点 を 解 決 す る た め に 案 出 さ れ た も の で 、 代 表 的 な 代  
替 エ ネ ル ギ ー 源 で あ る 太 陽 光 を 利 用 し て 環 境 に や さ し い 発 電 を す る こ と が で き る よ う に す  
る 太 陽 熱 発 電 装 置 を 提 案 す る こ と に そ の 目 的 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 で は 太 陽 光 に よ っ て 加 熱 さ れ て 上 昇 気 流 を 発 生 さ せ 、 こ の よ う な 上 昇 気 流 を 通 じ て  
フ ァ ン を 回 転 さ せ て 発 電 す る こ と が で き る よ う に す る こ と に よ り 、 環 境 に や さ し い 電 気 を  
生 産 す る こ と が で き る 太 陽 熱 発 電 装 置 を 提 案 し て 上 記 目 的 を 達 成 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 太 陽 光 を 利 用 し て 環 境 に や さ し い 電 気 を 生 産 す る こ と が で き る の で 、  
化 石 燃 料 の 使 用 に よ る 多 様 な 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 太 陽 熱 発 電 装 置 の 例 示 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 太 陽 熱 発 電 装 置 の 主 要 部 分 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 太 陽 熱 発 電 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 太 陽 熱 発 電 装 置 の 設 置 状 態 例 示 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 で は 太 陽 光 に よ っ て 加 熱 さ れ て 上 昇 気 流 を 発 生 さ せ 、 こ の よ う な 上 昇 気 流 を 通 じ  
て フ ァ ン を 回 転 さ せ て 発 電 す る こ と が で き る よ う に す る こ と に よ り 、 環 境 に や さ し い 電 気  
を 生 産 す る こ と が で き る よ う に す る の た め に 、
　 立 体 形 状 に 形 成 さ れ て 外 部 か ら 流 入 さ れ る 空 気 が 上 昇 す る こ と が で き る よ う に 形 成 さ れ  
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、 上 部 に 上 昇 さ れ る 空 気 の ボ ト ル ネ ッ ク 現 象 を 誘 導 す る 加 速 流 路 が 形 成 さ れ た 本 体 と 、 前  
記 加 速 流 路 に 設 け ら れ る 発 電 フ ァ ン と を 含 み 、 前 記 本 体 に 流 入 さ れ る 空 気 が 太 陽 光 に よ っ  
て 加 熱 さ れ て 上 昇 し な が ら 発 電 フ ァ ン を 回 転 さ せ て 発 電 す る こ と が で き る 太 陽 熱 発 電 装 置  
を 提 案 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 添 付 図 面 の 図 １ ～ 図 ４ を 参 照 に し て 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 本 発 明 に よ る 太 陽 熱 発 電 装 置 の 例 示 図 で あ り 、 図 ２ は 本 発 明 に よ る 太 陽 熱 発 電 装  
置 の 主 要 部 分 の 分 解 図 で あ り 、 図 ３ は 本 発 明 に よ る 太 陽 熱 発 電 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 示 し た よ う に 、 本 発 明 に よ る 太 陽 熱 発 電 装 置 は 、 空 気 が 上 昇 す る こ と が で き る よ う に  
形 成 さ れ る 本 体 １ ０ ０ と 、 本 体 １ ０ ０ の 内 部 に 設 け ら れ て 上 昇 す る 空 気 に よ っ て 回 転 し て  
発 電 す る 発 電 フ ァ ン ２ ０ ０ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 体 １ ０ ０ は 、 立 体 形 状 に 形 成 さ れ 、 外 部 か ら 本 体 １ ０ ０ の 内 部 に 空 気 が 流 入 さ れ て 上  
昇 す る こ と が で き る よ う に 形 成 さ れ る 。 本 体 １ ０ ０ の 内 部 に 流 入 さ れ た 空 気 は 太 陽 光 に よ  
っ て 加 熱 さ れ て 上 昇 す る よ う に な る が 、 本 体 １ ０ ０ の 上 部 に は 上 昇 さ れ る 空 気 の ボ ト ル ネ  
ッ ク 現 象 を 誘 導 す る 加 速 流 路 １ ４ ２ が 形 成 さ れ て 上 昇 す る 空 気 が 加 速 流 路 １ ４ ２ を 通 過 し  
な が ら 速 度 が 急 激 に 上 昇 す る よ う に す る 。 そ の 結 果 、 発 電 フ ァ ン ２ ０ ０ が 早 く 回 転 す る よ  
う に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 体 １ ０ ０ は 、 ベ ー ス １ ２ ０ と 、 前 記 ベ ー ス １ ２ ０ の 上 端 に 被 せ ら れ る キ ャ ッ プ １ ４ ０  
と 含 ん で 形 成 さ れ る こ と が で き る 。 こ の 構 成 で 、 ベ ー ス １ ２ ０ に は 上 昇 空 間 １ ０ ２ が 形 成  
さ れ て 、 外 部 か ら 流 入 さ れ る 空 気 が 上 昇 空 間 １ ０ ２ を 通 じ て 上 昇 す る よ う に な り 、 キ ャ ッ  
プ １ ４ ０ は 上 へ 凸 出 し た 構 造 に 形 成 さ れ て 、 天 井 面 が ベ ー ス １ ２ ０ の 上 端 と 所 定 間 隔 離 隔  
さ れ る 構 造 を 成 し て 中 心 部 に 加 速 流 路 １ ４ ２ が 形 成 さ れ る よ う に な る 。 従 っ て 、 上 昇 空 間  
１ ０ ２ を 通 じ て 上 昇 さ れ る 空 気 が キ ャ ッ プ １ ４ ０ の 中 心 部 に 誘 導 さ れ て 加 速 流 路 １ ４ ２ を  
通 じ て 上 昇 し て 本 体 １ ０ ０ の 外 部 に 排 出 さ れ 、 発 電 フ ァ ン ２ ０ ０ を 回 転 さ せ る よ う に な る  
。 キ ャ ッ プ １ ４ ０ が 上 へ 凸 出 し た 構 造 に 形 成 さ れ る こ と に よ っ て 、 内 部 天 井 面 も 上 へ 凸 出  
し た 構 造 に 形 成 さ れ て 、 上 昇 気 流 が 加 速 流 路 １ ４ ２ に 円 滑 に 案 内 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ベ ー ス １ ２ ０ は 、 所 定 の 面 積 を 占 有 す る よ う に 所 定 の 間 隔 で 立 て ら れ る 複 数 の 柱 １ ２ ２  
と 、 前 記 柱 １ ２ ２ の 間 で 高 さ の 差 を 以 て 設 け ら れ る 加 熱 板 １ ２ ４ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 柱 １ ２ ２ は 同 心 円 状 に 配 置 さ れ て 、 ベ ー ス １ ２ ０ が 全 体 的 に 見 掛 け が 筒 状 に 形 成 さ れ る  
こ と が で き る 。 柱 １ ２ ２ の 配 置 間 隔 は 一 定 で あ る か 必 要 に よ っ て 互 い に 異 な る よ う に 形 成  
さ れ る こ と が で き る 。 こ れ を 通 じ て ベ ー ス １ ２ ０ の 見 掛 け が 大 体 多 角 形 の 筒 ま た は 円 筒 状  
に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 柱 １ ２ ２ は 所 定 の 厚 さ で 形 成 さ れ て も よ く 、 ベ ー ス １ ２ ０ 外 方 へ 行 く ほ ど 厚 さ が 薄 く な  
っ て 平 断 面 が 尖 っ た 形 状 に 形 成 さ れ て も よ い 。 そ れ に よ っ て 、 外 部 空 気 が 流 入 さ れ る 面 積  
と し て 最 大 に す る こ と が で き る だ け で な く 、 流 入 さ れ る 空 気 が ベ ー ス １ ２ ０ の 内 部 に 円 滑  
に 案 内 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 の よ う に 形 成 さ れ る 柱 １ ２ ２ は 、 内 部 が 空 い て 上 昇 す る 空 気 が 通 過 す る こ と が で き  
る よ う に 形 成 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ベ ー ス １ ２ ０ は 内 部 が 空 い た 円 柱 状 に 形 成 さ れ て 、 内 部 に 設 け ら れ る 内 部 体 １ ２ ８ を 含  
む こ と が で き る 。 こ の 構 成 に よ り 、 柱 １ ２ ２ は 内 部 体 １ ２ ８ の 外 周 面 に 接 し て 固 定 さ れ る  
よ う に 立 て ら れ る こ と が で き 、 加 熱 板 １ ２ ４ は 内 側 末 端 が 内 部 体 １ ２ ８ と 所 定 間 隔 を 有 す  
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る 規 格 に 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 加 熱 板 １ ２ ４ の 内 側 末 端 と 内 部 体 １ ２ ８ の 外 周 面 と の 間  
に 上 昇 空 間 １ ０ ２ が 形 成 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 加 熱 板 １ ２ ４ は 外 か ら 内 方 へ 上 向 き に 傾 斜 す る よ う に 形 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 従 っ  
て 、 外 部 空 気 が 本 体 １ ０ ０ の 内 部 に 流 入 さ れ る 時 に 上 昇 す る 方 向 に 流 入 さ れ る こ と が で き  
る よ う に な っ て 、 上 昇 気 流 を よ り 円 滑 に 発 生 さ せ る よ う に な り 、 傾 斜 に よ っ て 太 陽 光 を 効  
果 的 に 受 け 入 れ て 迅 速 に 加 熱 さ れ る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 加 熱 板 １ ２ ４ は 黒 色 系 列 で 形 成 さ れ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 太 陽 光 を よ り 効 果 的 に  
吸 収 し て 迅 速 に 加 熱 さ れ る こ と に よ り 、 上 昇 気 流 を よ り 効 果 的 に 発 生 さ せ る こ と が で き る  
。 同 じ 理 由 に よ り 、 内 部 体 １ ２ ８ も 黒 色 系 列 で 形 成 さ れ て 迅 速 に 加 熱 さ れ 、 熱 を 長 時 間 保  
有 す る こ と が で き る よ う に す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 内 部 体 １ ２ ８ は 上 端 が キ ャ ッ プ １ ４ ０ に 形 成 さ れ た 加 速 流 路 １ ４ ２ の 入 口 と 所 定 間 隔 離  
れ る 高 さ で 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 上 端 が 塞 が れ た 構 造 を 有 し 、 塞 が れ た 上 端 中 心 に 発 電 フ  
ァ ン ２ ０ ０ の 軸 が 貫 通 す る よ う に な る 。 内 部 体 １ ２ ８ の 内 部 に は 発 電 機 ２ ２ ０ が 設 け ら れ  
、 前 記 軸 の 下 端 が 発 電 機 ２ ２ ０ に 連 結 さ れ る 。 一 方 、 塞 が れ た 内 部 体 １ ２ ８ が 上 端 は 上 へ  
凸 出 し た 形 態 に 形 成 さ れ て 、 上 昇 気 流 が 曲 面 に 沿 っ て 発 電 板 ２ ０ ０ に 円 滑 に 誘 導 さ れ る こ  
と が で き る よ う に す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 キ ャ ッ プ １ ４ ０ は 一 部 ま た は 全 部 が 透 明 材 質 で 形 成 さ れ る こ と が で き る 。 こ の よ う に 形  
成 さ れ る と 、 太 陽 光 が 透 過 さ れ て 本 体 １ ０ ０ の 内 部 に 至 る よ う に な る 。 従 っ て 、 本 体 １ ０  
０ の 内 部 に 流 入 さ れ た 空 気 と 内 部 体 １ ２ ８ を 迅 速 に 加 熱 さ れ る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る 太 陽 熱 発 電 装 置 で 発 電 が 行 わ れ る 過 程 を 説 明 す る 。
　 日 が 昇 っ た 状 態 で 、 本 発 明 に よ る 太 陽 熱 発 電 装 置 は 、 太 陽 光 に よ っ て 本 体 １ ０ ０ が 加 熱  
さ れ る 。 そ れ に よ っ て 、 本 体 １ ０ ０ の 内 部 に 流 入 さ れ て い る 空 気 が 加 熱 さ れ て 上 昇 空 間 １  
０ ２ に 沿 っ て 上 昇 す る よ う に な る 。 同 時 に 、 外 部 空 気 が 加 熱 板 １ ２ ４ の 間 及 び 本 体 １ ０ ０  
の 下 端 を 通 じ て 本 体 １ ０ ０ の 内 部 に 持 続 的 に 流 入 さ れ る こ と に よ り 上 昇 気 流 が 続 く 。 こ の  
時 、 加 熱 板 １ ２ ４ の 間 に 流 入 さ れ る 空 気 は 傾 斜 し て 形 成 さ れ る 加 熱 板 １ ２ ４ に よ っ て 自 然  
に 上 昇 す る 方 向 に 誘 導 さ れ て 流 入 さ れ る こ と に よ り 上 昇 気 流 が 促 進 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 同 様 に 、 柱 １ ２ ２ が 内 部 が 空 い た 形 状 で あ る 場 合 、 柱 １ ２ ２ の 下 端 か ら 空 気 が 流 入 さ れ  
な が ら 上 昇 す る よ う に な り 、 柱 １ ２ ２ の 上 端 で 排 出 さ れ な が ら 上 昇 空 間 １ ０ ２ を 通 じ て 上  
昇 さ れ る 空 気 と 合 わ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 の よ う に 上 昇 さ れ る 空 気 は 本 体 １ ０ ０ の 上 端 部 分 に 至 っ て 加 速 流 路 １ ４ ２ を 通 じ て  
本 体 １ ０ ０ の 外 部 に 排 出 さ れ る 。 こ の 過 程 で 、 発 電 フ ァ ン ２ ０ ０ を 回 転 さ せ 、 そ れ に よ っ  
て 環 境 に や さ し い 電 気 が 生 産 さ れ る 。 こ の よ う に 生 産 さ れ た 電 気 は 蓄 電 池 （ 図 示 し な い ）  
に 蓄 電 さ れ て 、 実 生 活 に 必 要 な 用 途 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ は 本 発 明 に よ る 太 陽 熱 発 電 装 置 の 設 置 状 態 例 示 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 の よ う な 本 発 明 に よ る 太 陽 熱 発 電 装 置 は 、 本 体 １ ０ ０ の 下 端 に 脚 １ ３ ０ が 形 成 さ れ  
て 底 か ら 所 定 高 さ 離 れ る よ う に 設 け ら れ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 外 部 空 気 が 本 体 １ ０ ０  
の 下 端 か ら も 流 入 さ れ る こ と が で き る 。 こ の よ う な 脚 １ ３ ０ は 、 上 述 し た 複 数 の 柱 １ ２ ２  
の 中 の 一 部 ま た は 全 部 が 下 へ 延 長 さ れ る こ と に よ り 形 成 さ れ る こ と が で き る が 、 そ れ に 限  
定 さ れ る の で は な く 、 必 要 に よ っ て 、 別 途 に 設 け て 本 体 １ ０ ０ の 下 端 に つ な が る よ う に 設  
け ら れ る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 １ ０ ０ ： 本 体 、 １ ０ ２ ： 上 昇 空 間 、 １ ２ ０ ： ベ ー ス 、 １ ２ ２ ： 柱 、 １ ２ ４ ： 加 熱 板 、 １  
２ ８ ： 内 部 体 、 １ ３ ０ ： 脚 、 １ ４ ０ ： キ ャ ッ プ 、 １ ４ ２ ： 加 速 流 路 、 ２ ０ ０ ： 発 電 フ ァ ン  
、 ２ ２ ０ ： 発 電 機
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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